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「ヒト胚に類似した構造」研究の背景「ヒト胚に類似した構造」研究の背景

第144回⽣命倫理専⾨調査会・第8回「多能性幹細胞等からのヒト胚に類似した構造の作成
等に関する検討」に係る作業部会

第 144 回生命倫理専門調査会・第８回「多能性幹細胞等からのヒト胚に類似した構造の作成

等に関する検討」に係る作業部会 ―資料２ー 
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幹細胞から作製する「ヒト胚に類似した構造」

ES細胞
iPS細胞

胚に類似した構造 ⽴体の組織︔オルガノイド、ガストロイド



・分⼦レベルの知⾒が蓄積（ヒト多能性幹細胞や着床前の初期胚など）
・幹細胞の科学的知⾒の深まり、培養技術の進展

ヒト幹細胞、受精胚研究の進み

(Tyser RC, et al. Nature 2021)

2016年まで受精胚体外培養でDay 9を越える研究はない

着床後のヒト胚で解析精度向上
各前駆細胞探索︓
造⾎幹細胞、始原⽣殖細胞など

3(Deglincerti A, et al. Nature 2016)
(Shahbazi MN, et al. Nat Cell Biol 2016)

Day 14近くまで体外培養可能に

(Carver J, et al. Hum Reprod 2003)
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ES/iPS細胞

マウス︓幹細胞から作製する着床周辺期〜初期胚発⽣モデル

着床

疑似胚盤胞作製

(Amadei G, et al. Nature 2022)

E8.5相当の胚︓神経溝, ⾮対称性・拍動する⼼臓, 腸
(Tarazi S, et al. Cell 2022)

ヒト幹細胞、受精胚研究の進み

(Sozen B, et al. Nat Cell Biol 2018)
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ES/iPS細胞

ヒト︓幹細胞から作製する着床周辺期〜初期胚発⽣モデル

疑似胚盤胞作製

ヒト幹細胞、受精胚研究の進み

(Yu L, et al. Nature2021)

(Liu X, et al. Nature2021)

(Oldak B, et al. Nature 2023)
他、別々な研究室から5報ほぼ同時に発表

Method of the Year 2023; 
methods for modeling 

development

ヒト



「ヒト胚に類似した構造」の取扱いに係る調査・検討の結果について

総合科学技術･イノベーション会議 生命倫理専門調査会は、近年、国内外にお

いて研究が報告されている「ヒト胚に類似した構造」について、ヒト受精胚尊重
の原則の要否や適切なルールの在り方に係る検討を進めるに当たり、「胚」又は
「ヒト受精胚」との共通点や差異に関する調査・検討を行うため、運営規則（令
和３年４月１５日一部改正）第13条第１項に基づき、「多能性幹細胞等からのヒ

ト胚に類似した構造の作成等に関する検討に係る作業部会」（以下「作業部会」
という。）を設置した。

作業部会は、令和５年８月から調査を開始し、有識者からのヒアリング等を通
じて、「ヒト胚に類似した構造」の科学的性質に関し、「胚」又は「ヒト受精
胚」との相違点を中心に調査を行い、相違点を踏まえた社会的・倫理的位置づけ
について、検討を行った。本資料は作業部会における7回にわたるこれまでの議
論を踏まえ、その結果について、別添のとおり整理を行ったものである。

「多能性幹細胞等からのヒト胚に類似した構造の作成等に関する検討」
に係る作業部会
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1．「ヒト胚に類似した構造」について
（１）ヒト受精胚とは
（２）研究の状況
（３）ヒト受精胚とヒト胚に類似した構造の相違点

2．ヒト胚モデル研究の展望
（１）ヒト胚モデルの想定される作成目的
（２）ヒト胚モデル研究の代替可能性
（３）ヒト胚モデル研究の課題

1）研究（培養）期間の決定について
2）個体産生の禁止について
3）ヒト胚モデル作成に供する細胞の同意について

３．ヒト胚モデル研究に適用される規制について

４．国際的役割について

５．むすび

「ヒト胚に類似した構造」の取扱いに係る調査・検討の結果について
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参考
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報告書では、培養期間を考慮する歳に、カーネギーステージ分類（Carnegie stage; CS）を参考にしました。

引用；Figure 2 from Flierman S, Tijsterman M, Rousian M, de Bakker BS. Discrepancies in Embryonic 
Staging: Towards a Gold Standard. Life (Basel). 2023; 13(5): 1084. doi: 10.3390/life13051084.

ヒト胚発⽣形態とカーネギーステージ分類




